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「探鳥会スタッフ通信」は、探鳥会の考え方や様々な運営手法について、全国の連携団体の探鳥会

リーダーの皆様と情報交換を行うための通信です。 
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◆探鳥会訪問記 
 

第１回「シルバー・バードウォッチング ～ご長寿探鳥会～」（大阪支部） 
 

大阪支部では敬老の日を記念して、初めて 70、80 歳代の方々を中心としたバードウォッチン

グが開催されました。その名も「シルバー・バードウォッチング～ご長寿探鳥会～」。合言葉はもち

ろん、「死ぬまでバードウォッチング」！ 

大変興味深い企画内容と共に、参加者の皆さんのお元気の秘訣を教えて頂くべく、取材にお邪魔

いたしました。 

  

【日時】2018年 9 月18 日（火）9時 30 分～12 時 00 分 

【天候】晴れ 

【場所】大阪城公園（大阪府大阪市中央区） 

【参加者】10 名（当日受付、全て会員） 

【リーダー数】9名 

 

■探鳥会の概要 
 大阪支部ではここ数年来「死ぬまでバードウ

ォッチング」をテーマに、支部報で特集を組ん

だり、探鳥会や記念行事などの様々な機会に話

題提供をしたりと、シニア・シルバー世代の会

員を応援する活動に取り組んでおられます。今

回さらに一歩進めて、主な対象を「70 歳代、

80 歳代の方」と明記しての探鳥会を企画され

ました。 

自然の中で適度に体と頭を使うバードウォ

ッチングが健康長寿に寄与する活動であるこ

とを広くアピールしたいと、一般募集に向けて

新聞広報を予定されていましたが、9 月 3日に

大阪を直撃した台風21号の被害が大きいこと

を考慮して、今回は支部報 8 月号の裏表紙告知

だけにとどめられたそうです（支部ホームペー

ジ等インターネット媒体への掲載も無し）。 

開催場所は公共交通機関が整い、歩きやすい

平坦なコースのある大阪城公園を選び、時間も

午前中の 2時間半と短めに設定されました。 

  

■探鳥会の様子 
「バードウォッチングは健康寿命を延ばす

のに最適な趣味です。敬老の日を記念して『ご

長寿探鳥会』を開催します。皆で楽しみましょ

う！」との支部長の挨拶で、さわやかな晴天の
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もと探鳥会が始まりました。まずは高年齢参加

者上位 3 名に敬老の日記念の素敵なフクロウ

柄の巾着がプレゼントされ、場がさらに和やか

になりました。続いて参加者へのコースの確

認・歩行移動への不安がないかの聞き取りが行

われました。台風 21 号の影響により、予定し

ていた平坦なルートが通れなくなり、途中 70

段もの階段を通るコースへの変更を余儀なく

されました。参加者 10 名のうち 9 名が 70、

80 歳代でしたが、幸い皆さん健脚で階段通過

に問題ないとのお答えを頂き、探鳥会を進める

ことができました。 

最初の観察ポイントへゆっくりと移動しま

す。樹林帯内では樹木が文字通り根こそぎ倒れ

ており、参加者から悲痛なため息がもれます。

旧知の参加者・リーダーも多く、自然と互いの

台風被害を気遣う声、各地の探鳥地の被害の様

子を伝える会話が聞こえてきました。鳥はなか

なか現れませんが、参加者たちはゆったり構え

てその場を離れません。皆さんのお話は楽しい

内容に変わってきています。 

定点でじっとしていると、鳥たちが徐々に近

づいてきてくれました。すると、皆さんの行動

の素早いこと!!さすがベテラン会員さん揃い、

わずかな鳥の気配に敏感に反応して正確に双

眼鏡の照準を合わせて、熱心に観察されていま

す。この観察ポイントに留まること実に40分。

この後、階段通過を経て2 か所ほどのポイント

でキビタキやオオルリ、樹木の枝に降りてきた

ノスリなどをゆっくりと観察しました。リーダ

ーのお 1 人がこのゆったりペースを指して 

「これぞシルバー・バードウォッチングだね」 

とおっしゃったのが印象的です。 

 

■参加者アンケート 
初めての試みのため、鳥合わせ後に口頭で簡

単なアンケートを取られました。 

・バードウォッチング歴は最短でも 3 年、8 名

の方は 10 年以上のベテランさんでした。 

・シルバー・バードウォッチングの開催数は 9

名の方が年３回程度を希望されました。 

・80 歳代のお二人は、開催時間は午前中 2 時

間半程度がちょうどよいとのことでした。 

・開催曜日について、「平日はお医者さん通いが

あるから土日が良い」とのご意見がありました。 

 

 
▲第一回ご長寿探鳥会記念♪ 

 

■まとめ 
参加者のお 1 人が 

「年を取ってくると鳥を見るよりも皆さんと

こうやってお話しできるのが楽しくてね。最近

は皆さんのスピードについていけないから、探

鳥会にもあまり参加してなかったけど、今日は

思い切って出てきてよかったよ。」 

とニコニコしながら話してくださいました。会

員の高齢化に寄り添うことのできる活動を行

うことの大切さに思い至りハッとしました。 

大阪支部では今回の探鳥会の結果を活かし

て、今後は一般参加者募集も検討しておいでで

す。一般募集の場合には、スタッフ数の確保や

参加者の状態観察、気象条件の考慮、医療施設

の把握、介助者・付き添い者との連携など通常

の探鳥会運営以上に配慮が必要になるでしょ

う。企画のブラッシュアップに注目したいと思

います。  

 

（普及室／浅野綾子） 

 

 

大泉
おおいずみ

緑地定例探鳥会（大阪支部） 
 

【日程】2018年 10月 14 日（日）9 時 30分～14 時 00 分 

【場所】大泉緑地（大阪府堺市） 

【天候】晴れ 

【リーダー】7 名 

【参加者】50 名、財団普及室から箱田、堀本 
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■探鳥会概要 
大泉緑地定例探鳥会は、大阪支部の 20 か所

ある定例探鳥会の一つです。開催場所の大泉緑

地は、1941 年に服部緑地、鶴見緑地、久宝寺

緑地とともに大阪府四大緑地として計画され、

広大な敷地に32万本もの樹木が植えられた一

大森林公園となっています。 

野鳥の多い時期は、50 名程が参加するとい

う探鳥地。秋の渡りと重なったこの日も、リー

ダーと参加者を合わせて 59 名が集まり、大人

数での探鳥会になりました。 

 

■探鳥会の様子 
近畿地方で大きな被害を出した台風第21号

による倒木等の影響により、通常とはコースを

変えて実施されました。開始の挨拶では、「危険

なので林内には立ち入らないこと」や、「一般の

方も多く利用している公園なので、通路を塞が

ないように」、と注意喚起がありました。また、

「この場所に来るのが初めての方」、「バードウ

ォッチングが初めての方」に手をあげてもらう

と、数名いらっしゃり、その方たちには、先頭

のリーダーの傍にいるよう案内がありました。 

通常は、チップが敷き詰められた森の中の散

策路を歩くそうですが、この日は、森の周囲の

舗道から観察をしました。ここかしこで木がな

ぎ倒されており、台風の凄まじさが感じられま

す。 

森では、メジロ、オオムシクイ、シジュウカ

ラ、コサメビタキなどを見ながら進みました。 

「太陽は見ないように気を付けてくださいね。」 

「自転車が来るので、片方に寄って道を空けて

ください。」 

 鳥を見せつつも、リーダーは常に参加者の安

全に気を配っておられました。 

 池では、カイツブリやコガモ、バンなどを見

て、池の傍の木陰で昼食となりました。 

▲台風の影響による倒木 

 

▲舗道からの観察の様子 

 

昼食後は、池の木道からアリスイを探しまし

た。ゆっくりと 30 分弱時間をとり、アリスイ

は見られなかったものの、ツツドリが青虫をく

わえてすぐ近くの木にとまり、十分に楽しませ

てくれました。鳥合わせの場所に向かう間には、

日を浴びてより一層きれいに見えるキビタキ、

すぐ近くの木でしばらくとまるサメビタキな

どをじっくり見ることができ、始終盛り上がり

が続きました。 

鳥合わせは、腰掛けられるスペースのある場

所で行われました。リーダーは両側の人に声が

届くよう、左右に気を配りながら、34 種とカ

ワラバトを確認しました。最後にリーダーから、 

「台風の影響から回復するには長い年月がか

かるでしょうが、これからも見守っていきまし

ょう。」 

と挨拶があり、終了となりました。 

▲鳥合わせの様子 

 

■まとめ 
大阪支部では、今年、台風等の影響により、

多くの探鳥会が中止となっているそうです。大

泉緑地での探鳥会も、8 月は定例のお休みで、
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9 月は雨天中止となったため、3ヶ月ぶりでし

た。 

この日は、リーダーが朝早くからコース上の

安全を確認され、無事に開催となりました。舗

道は片付いていたものの、森の中には、根こそ

ぎ倒れた大木や立ち入り禁止のテープが目立

ち、大きく変わった探鳥地への驚きの声があち

らこちらで聞かれました。 

昼食をまたぐ 4 時間 30 分の探鳥会でした

が、トイレ休憩を 2 回挟み、時間にも余裕をも

って運営されていました。全員でじっくり見ら

れる鳥も多かったので、皆さんとても満足され

た探鳥会だったと思います。 

 

（普及室／堀本理華） 

 

■特集・初心者向けバードウォッチング①■ 
 

秋期「初心者向けバードウォッチング」は、23支部とともに 43 回開催します。今月号より、

財団職員が取材させていただいた探鳥会を順次紹介していきます。 

今月号では、以下の５回の「初心者向けバードウォッチング」（表１）について紹介します。 

 

表１． 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

支部

根室支部 根室市 根室市市民の森

福井県 敦賀市 中池見湿地

2018/10/28（日） 埼玉 松伏町 緑の丘公園

遠江 浜松市 浜名湖ガーデンパーク

南富士支部 富士宮市 田貫湖

実施場所実施日

2018/10/21（日）

2018/11/3（土・祝）

2018/11/4（日）
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初心者向け探鳥会 in 市民の森（根室支部） 
 

【日時】2018年 10月 21 日（日）8 時 30分～11 時 00 分 

【場所】根室市市民の森（北海道根室市） 

【天気】晴れ 

【参加者】6 名（会員4 名、根室市 2 名） 

【リーダー】２名、財団職員１名 

【広報】 

  ＜インターネット＞財団 HP／Facebook／twitter 

  ＜メール＞一斉メール送信（10/1～5、全国約 60,000 名に送信） 

＜チラシ＞探鳥会のご案内（10 月初旬から全国約 65,000 名に送付） 

＜その他＞根室市報 

 

■根室支部の課題 
 根室支部は、そのエリア内にタンチョウやシ

マフクロウといった希少種が生息しているの

が大きな特徴です。それと同時に、風力発電や

高規格道路などの開発問題にさらされること

が多く、希少種の生息地を保全するための調査

や保護が活動の中心となっていました。 

しかし実際にこうした活動に中心的に携わ

っているのは、支部の中でも３～４人の方であ

り、活動の持続性を考えたとき、決して安心で

きる状況ではありません。そこで、少しでも支

部の会員を増やし活動への理解者、協力者、担

い手を増やしていこうと、10 年ほど前から市

民の森、明治の森で初心者を対象とした定例探

鳥会を実施するようになりました。 

これらの探鳥会は、毎回参加者数が少なく、

特に新規の参加者がなかなか増えないといっ

た悩みを抱えています。根室市との共催の形を

とり、市報で広報されていますが、根室市の人

口が 27,000 人と少ないため、それだけでは十

分な効果が得られないとのことです。 

 こうした背景から、支部では普及室の呼びか

けに応じて今回の初心者向け探鳥会を一緒に

やってみようということになったそうです。 

 

■探鳥会の様子 
 探鳥会当日は、少し気温が低いものの気持ち

のよい秋晴れで、集合場所の市民の森の駐車場

からは、紅葉の進んだなだらかな丘陵地が広が

っていました。 

参加者は 4 人で、そのうち 2 人は小学 5 年

生の男の子の親子、そして、50 代の男性と近

所の民宿を経営されているおかみさんです。み

なさん根室支部の会員でこの探鳥会の常連参

加者です。 

支部のリーダーは 2 人で、その他共催の根室

市から担当者の方が 2人参加されており、財団

の職員を含めると合計 9 名の探鳥会となりま

した。 

時間になり、加藤支部長から、会場となって

いる市民の森の概要と本日のスケジュールを

説明していただいた後、和やかな雰囲気の中で

探鳥会がスタートしました。 

歩き始めてから参加者の男性が、先端に小さな

鍬のようなものがついた金属製の棒を持って

いることに気づきました。不思議に思って、 

「それは何ですか？」 

と尋ねたところ、 

「これでアザミをとります。」 

という返事。 

 その言葉通り、途中でその男性が例の棒を使

って、道端に生えていたアザミのような植物を

抜根し始めました。抜根したアザミは、アメリ

カオニアザミという外来種です。アメリカオニ

アザミは、花はアザミの花そのものですが、葉

の形が在来のものとは若干違うようです。鋭い

とげに守られてシカもこれだけは食べないた

め、特にシカが増えている地域では、同時にア

メリカオニアザミも増えていて問題になって

いるとのことでした。この男性は支部の探鳥会

では、アメリカオニアザミを抜根しながら歩い 

 

 
▲アザミの駆除の様子 
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てらっしゃるとのことで、地面に生えているア

ザミを探しながら鳥の姿を同時に探していま

した。また、この日は歩いていても鳥の気配が

ほとんどなかったため、そのうちに他の参加者

の方もつられてアザミの駆除をしながら歩い

ていました。 

 

■根室の自然と子どもの自然体験 
 今回の参加者の中には、小学校 5年生の男の

子がお母さんと一緒に参加していました。かす

かに聞こえた一瞬の鳴き声で鳥を識別してお

り、相当な経験を積んでいることをうかがわせ

ていました。ただし、お母さんの話によると、

根室ではどこへ行くにも子ども一人で行くこ

とはできないため、常にお母さんが車で付き添

う必要があるとのこと。子どもに自然体験をさ

せようと思ったら、親の方にも多大な労力がか

かっているということをあらためて実感しま

した。幸いこのお母さんは、この労力を払える

方のようでしたので、お子さんものびのびと探

鳥会に参加することができていますが、親御さ

んにその余裕がないご家庭では参加の機会す

らないということになってしまいます。このあ

たりも考えなくてはならない課題だと感じま

した。 

 

 
▲参加した全員で記念写真 

 

■まとめ 
 根室支部の探鳥会の課題は、第一にやはり集

客ということだと思います。そのためには、根

室市内だけでなく、少し広範囲に広報すること

も検討した方がよいと思いました。特に、普及

室で作っている「小冊子プレゼント葉書」を置

いてくれる場所を探し、根室市とその周辺のバ

ードウォッチングに関心のある人たちの名簿

を集めることが有効かもしれません。 

 次に、子どもを探鳥会に呼び込むことが難し

いという状況があるならば、こちらから出向い

て行って小学校などへの出前授業を行い、最初

の接点を作るということもあると思います。た

だし、現在の中心メンバーだけでは新しいこと

を実施することは難しいでしょうから、現在の

支部の会員の中から一緒に活動を手伝ってく

れる人を探す方が先決かもしれません。 

 それから、これは課題ではありませんが、今

回探鳥会の中でアメリカオニアザミの駆除を

体験したことはとても新鮮でした。支部の皆さ

んが、いかにこのフィールドを大事にしている

かが伝わってくるような気がしたのです。探鳥

会の中に、外来種の駆除やゴミ拾い等を組み込

むことで、フィールドを大事にする姿勢が参加

者に伝わっていきます。自分たちのフィールド

を大切にするというメッセージは、自然保護団

体としてもっとも大切なことなのではと思い

ました。 

 

（普及室 箱田敦只） 
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女子会探鳥会 in 中池見湿地（福井県） 

 
【日程】201８年 10月 21 日（日）9 時 30分～11 時 30 分 

【場所】中池見湿地（敦賀市） 

【天候】晴れ 

【参加者】32 名（うち一般参加者 28 名） 

【リーダー】５名、財団職員 1 名 

【広報】 

  ＜インターネット＞支部 HP、財団HP／Facebook／twitter 

  ＜メール＞一斉メール送信（10/1～5、全国約 60,000 名に送信） 

＜チラシ＞支部作成のチラシ、探鳥会のご案内（10 月初旬から全国約 65,000 名に送付） 

  ＜その他＞支部作成のポスター、新聞（掲載紙不明） 
 

※グラフは、アンケートに記入のあった 27名について集計しています。 
 

【性別】 

 
 

【お住まい】 

 
  

【一般/会員】 

 

【バードウォッチングの経験回数】 

 
 

【年齢構成】 

 
 

【何で知ったか】 
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探鳥会スタッフ通信 2017 年 11 月号 

■2 回目の女子会 
昨年に引き続き、福井県で 2 回目となる女子

会探鳥会が開催されました。リーダーの「初め

ての人でも楽しく参加できる探鳥会を」という

心からの想いが形になった探鳥会です。 

フィールドは、昨年同様、ラムサール条約登

録湿地の中池見湿地です。昨年より力を入れて

いた点は、若手女子リーダー2名が中心となり、

参加者を案内することです。当日は、この 2 名

を含む 5 名の女性リーダーが運営にあたって

いました。 

 

■受付でのおもてなし 
 参加者の集合場所は、中池見湿地のビジター

センターでした。昨年からのリピーターも多く、

幼児から小学生の子ども10名ほどを含む、30

名あまりの女性が集まりました。 

 受付で配られた資料には、中池見湿地にくわ

しいリーダーが描いたイラストマップ、秋の中

池見のシンボル・ノジコのイラストカードなど

が配られました。子どもたちには、オオルリや

キビタキなど美しい鳥の写真カードが配られ、

嬉しいおみやげとなりました。 

 

■あっという間の一時間 
当日は、雲ひとつない快晴で、風もなく、絶

好の探鳥会日和です。全体を２つのグループに

分け、2 名の若手女子リーダーがそれぞれのグ

ループを担当しました。 

外に出るとまず、湿地を囲む山の稜線上にト

ビ、波上に飛ぶヒヨドリの群れなど、空を飛ぶ

鳥たちが見つかり、 

「あれはなんだろう？」 

と参加者の中から自然と声があがっていまし

た。その後、池でカルガモ、園路でセグロセキ

レイなどを見つけると、双眼鏡や望遠鏡で観察。

きれいな羽の色や、尾を振るしぐさやに 

「かわいい！」 

などと歓声が上がっていました。 

ほかにも、湿地に咲くオオニガナやミゾソバ

などの秋の花を観察したり、池をのぞいて水生

植物やメダカを見つけたり。日差しに輝くオギ

の穂が一面に広がる風景も見どころでした。 

観察の間、見つけたものに対して「あれな

に？」「きれいね」「かわいい」「こっちもみて」

などと、思ったことを気兼ねなく口にするのは、

女子ならでは。見られた鳥はそれほど多くなく、

じっくりみられるチャンスも少なかったので

すが、終始何かを見つけてはおしゃべりがはず

みます。とても和やかなムードの中、1 時間が

過ぎていきました。 

■充実の室内プログラム 
 観察の後は、ビジターセンターへ戻ってひと

やすみ。今年も支部の男性リーダーが朝早くか

ら準備した、ほかほかの焼き芋が配られました。

焼き芋を味わいながら、リーダーの解説で鳥あ

わせをしました。ここでも、解説は若手女子リ

ーダーが担当していました。 

ここまでは、昨年と同じプログラムですが、

今年は、さらに新しい企画がありました。 

ひとつは、ビジターセンターで開催中の鳥の

羽の展示を見学し、羽の収集家や、画家の方か

ら、お話を聞いたこと。もうひとつは、オカリ

ナの演奏会でした。オカリナ奏者が奏でる癒し

の音色を楽しみました。 

最後に、支部の紹介や入会案内がありました。

ここでは、最近入会された女性や親子の会員に

前に出てもらい、紹介をしていました。初参加

の方に「私も入れそう」と感じてほしいという

アイディアです。とても良い工夫と思いました。 

 

■参加者の声 
◎双眼鏡で、見たいものをすばやく視野に入れ

る方法を教えてもらい、とてもうれしかった！ 
 

■次はヤン探も。来年も女子会を。 
昨年に引き続き、福井県の女子の力に圧倒さ

れた一日でした。プログラムもさらに充実。女

子リーダーたちの「だれでも楽しめる探鳥会を」

「普段忙しい女性たちにたのしいひとときを」

という想いが表れている会でした。 

次回は３月に、若手リーダーが中心となる探

鳥会を企画中とのこと。女子会探鳥会について

も、来年も開催しようという声があがっていま

した。いつもの探鳥会では、なかなか運営にか

かわることが少ない新しいリーダーたちの活

躍の場が定期的に作られていくことで、福井県

がますます盛り上がっていきそうです。 

 

 
▲鳥あわせの様子。他にも展示解説やオカリナ演

奏などの室内プログラムが充実。おやつ付。 

 

（普及室／江面康子）
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探鳥会スタッフ通信 2017 年 11 月号 

はじめてみよう！バードウォッチング 松伏町・まつぶし緑の丘公園（埼玉） 
 

【日程】2018年 10月 28 日（日）9 時 00分～12 時 00 分 

【場所】まつぶし緑の丘公園（埼玉県松伏町） 

【天候】晴れ 

【参加者】29 名（うち一般参加者 24 名、毎日新聞記者取材 1 名） 

【リーダー】5 名、財団職員 1 名 

【広報】 

  ＜インターネット＞支部 HP／Facebook／twitter、財団 HP／Facebook／twitter 

  ＜メール＞一斉メール送信（10/1～5、全国約 60,000 名に送信） 

＜チラシ＞探鳥会のご案内（10 月初旬から全国約 65,000 名に送付） 

 

※グラフは、アンケートに記入のあった 25名について集計しています。 

 

【性別】 

 
 

【お住まい】 

 
  

【一般/会員】 

 

 

【バードウォッチングの経験回数】 

 
 

【年齢構成】 

 
 

【何で知ったか】 
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探鳥会スタッフ通信 2017 年 11 月号 

■開催地の概要 
まつぶし緑の丘公園は、里地をイメージして

造られた公園で、林、水辺、池と多様な環境が

あり、野鳥の種類数は多い印象でした。また、

周辺部には田んぼもあり、園地から双眼鏡等で

観察することもできます。 

公園までの公共交通機関でのアクセスはや

や不便ですが、駐車場は完備されています。コ

ースがバリアフリーになっている点は、高齢者

の方でも参加しやすいと思われます。 

 

■探鳥会の様子 
良く晴れた日曜日で、10 月下旬とは思えな

いほどの暖かな日でした。 

受付時に、受付名簿を持った担当者の到着が

遅れ、予備の受付名簿のみで対応したため、欄

がいっぱいになり、裏の白紙部分に記入いただ

く等、やや混乱がありました。 

最初に、リーダーの紹介、コースや時間の予

定、危険個所の説明、体調不良や事故の場合の

リーダーへの申し出、途中で帰る場合のリーダ

ーへの申し出等、注意事項の説明を行いました。

合わせて、観察できる野鳥の紹介も行い、やや

参加者を焦らすような作戦？でムードを盛り

上げていました。 

ゆるく 2 班に分かれてスタート。林と水辺を

歩きながら、田んぼを見渡せるポイントまで、

双眼鏡に慣れてもらえるようにのんびりと移

動。その後、車いすがすれ違えるような立派な

木道を歩きながら、カモ類、サギ類、カワセミ

等をじっくりと観察しました。 

初心者向けの観察会は、短めな時間設定のた

め、ついつい時間をオーバーしてしまう傾向に

ありますが、今回も後半はやや急ぎ目になりま

した。 

まとめは、「鳥合わせ」に沿って野鳥の解説と、

双眼鏡や図鑑の紹介、入会と次回の観察会のお

誘い。終了後も、数名が残り、双眼鏡や図鑑に

ついて、いろいろ聞き入っていました。 

 

■参加者の声 
30 代女性：鳥が好きで、スズメの写真集を購

入し、スズメの小冊子の紹介があり、申し込

んだのがきっかけで参加しました。かわいら

しい鳥たちをたくさん観察できて、とてもよ

かった。また参加したいです。 

60 代男性：会社を定年退職し、ようやく時間

ができたので、バードウォッチングをはじめ

ました。これからが楽しみです。 

 

 

■スマスコを使った解説 

バリアフリーの公園での開催でしたので、車

いすの方の参加がありました。ご両親とご姉弟

で 4 名の参加でした。手も不自由なため、双眼

鏡を使っての観察もできない方でした。ご家族

にお貸しした双眼鏡を、ご家族に目に当てても

らって観察するという状況でした。 

三脚を利用しての望遠鏡の観察も困難なた

め、スマートフォンと望遠鏡アダプターを使用

しての「スマスコ」を使ってなんとか解説する

範囲でした。 

正直なところ、担当者の石塚さんも私も、ち

ょっとテンパってしまってしまい、十分な対応

ができず、支部にとっても財団にとっても、大

きな課題と感じました。 

財団のツバメのねぐら入り観察会では、オリ

ンパスのカメラから、Wifi で飛ばして、iPad の

画面上で、リアルタイムに映像が見られるよう

にしたことがありました。 

今後、身体が不自由な方が、気軽に参加でき

るような機材や工夫を考えていければと思い

ました。なお、今回参加した方は、その後、ご

自分のツイッターで、楽しめた旨つぶやいてい

ただいたようです。 

 

■栃木県支部のリーダーが参加 
初心者向けバードウォッチングを年10回以

上行っている栃木県支部。その中心的存在の T

さんが参加しました。 

自分たちがやっている観察会を、客観的に自

分たちで評価するのが難しいので、他の支部の

観察会を見ることによって、自分たちのいいと

ころ、悪いところが分かるのではないかとの想

いを持って、参加したとのことでした。 

担当の石塚さんも、今度は、栃木に行かない

と・・・、と話していました。 

 

 
▲スマートフォンと望遠鏡アダプターで「スマスコ」 

（普及室／富岡辰先）
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探鳥会スタッフ通信 2017 年 11 月号 

バードウォッチング入門（遠江） 

 
【日程】201８年 11月 3 日（土・祝）9時00 分～11 時 30 分 

【場所】浜名湖ガーデンパーク（静岡県浜松市） 

【天候】くもり 

【参加者】27 名（うち一般参加者 14 名） 

【リーダー】５名、財団職員 1 名 

【広報】 

  ＜インターネット＞支部 HP、ガーデンパークの HP、財団HP／Facebook／twitter 

  ＜メール＞一斉メール送信（10/1～5、全国約 60,000 名に送信） 

＜チラシ＞ガーデンパークのチラシ、 

探鳥会のご案内（10 月初旬から全国約 65,000 名に送付） 

  ＜その他＞ガーデンパークのポスター 

 

※グラフは、アンケートに記入のあった 12名について集計しています。 

 

【性別】 

 
 

【お住まい】 

 
  

【一般/会員】 

 

【バードウォッチングの経験回数】 

 
 

【年齢構成】 

 
 

【何で知ったか】 
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探鳥会スタッフ通信 2017 年 11 月号 

■探鳥会の概要 
「浜名湖ガーデンパーク」は、2004 年の浜

名湖花博の会場跡地に作られた県営公園です。

浜名湖に突き出した半島の先に位置します。

56 ヘクタールの広大な敷地には、花壇や広場、

林、水路などがあります。園路が幅広く、起伏

もない、歩きやすいフィールドです。 

この探鳥会は、数年前から遠江が公園と共催

で開催しているもので、公園のイベントとして

ホームページやチラシなどを通じて広報され

ています。 

 

■双眼鏡の貸し出し 
 受付では、冬に見られる野鳥の写真入りの資

料などが配布され、希望者には、支部の双眼鏡

が貸し出されました。双眼鏡は、30 口径の機

種でした。貸し出し用双眼鏡を支部で用意する

場合、小型の 20口径が多いと思います。しか

し、視野が明るく広い 30 口径を貸し出すこと

で、初心者の方でも鳥が探しやすく、よりバー

ドウォッチングを楽しめると思いました。 

 

■次々と役者が登場 
はじめに水路沿いを歩き、オオバンやカイツ

ブリ、水辺の木にとまる数羽のカワラヒワを観

察しました。リーダーの皆さんが早速望遠鏡で

鳥の姿をとらえ、参加者に見てもらいます。は

じめはどこにいるかわからない方も、望遠鏡で

見せてもらうと、鳥のいる場所がよくわかり、

ご自分の双眼鏡でも見つけられるようになっ

ていきました。 

 少し歩くと、屋外展示スペースがありました。

支部の会員の作品による写真展が行われてい

て、鑑賞の時間が設けられました。この写真の

鳥はいつみられるのか、どこにいるのかなど参

加者から質問があがり、リーダーとの会話があ

ちこちで生まれていました。 

さらに園路を歩いていると、周囲の林に、シ

ジュウカラとヤマガラがやってきました。そこ

にコゲラも登場。その後も、浜辺でカモやサギ、

水路でバンやオオバン、ハクセキレイやセグロ

セキレイ、ジョウビタキなど、ちょうど良いタ

イミングで次から次へと鳥が見つかりました。

最後まで飽きることのないバードウォッチン

グでした。 

観察の後、大きな屋根のある広場のベンチに

座って、鳥あわせをしました。観察種数は 32

種となりました。最後に今後の探鳥会の案内を

して、終了となりました。 

 

 

■家族でも、一人でも 
 参加者の中には、親子も数組いました。その

なかには、鳥が大好き、という小学生の会員の

男の子もいて、次々と鳥を見つけては、リーダ

ーに質問。親御さんは、「いつもリーダーさんが

教えてくれてうれしい」とのこと。子どもたち

が熱心に観察している姿を見ると、場が和やか

になり、周囲の大人たちも質問がしやすい雰囲

気となりました。 

 また、女性リーダーが、おひとりで参加の方

に「どこからいらしたのですか？」など自然で

ありながらも、積極的に話かけていました。ま

た、おひとりずつで参加した二人の女性が、ま

るで友達のように自然に会話をしている姿も

見られました。親子でも、おひとりでも居心地

良く参加できる探鳥会でした。 

 

■参加者の声 
◎ガーデンパークによく花の写真を撮りに来

ていて、偶然カワセミを見て鳥に興味を持ちま

した。 

◎子どもが生き物好きなので、小冊子を申し込

み、送られてきた「探鳥会のご案内」を見て参

加しました。自分は鳥に詳しくないので、リー

ダーのみなさんに教えてもらえてうれしいで

す。 

 

■まとめ 
来園時に行事案内を目にして参加したとい

う方に数名お会いしました。公園との共催のた

め、園内での広報が効果的でした。 

園路が広々として歩きやすく、のんびりした

ペースでも様々な鳥が観察できました。初心者

に最適なフィールドに加え、子どもから大人ま

で気軽に楽しめる雰囲気はリーダーの方の丁

寧な対応で作られていると感じました。 

 

 
▲いち早く鳥をみつける小学生。のんびりペース

の中でもたくさんの鳥が見られました。 

（普及室／江面康子）
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第 7 回 初心者のための田貫湖バードウォッチング講座（南富士支部） 

 
【日程】201８年 11月 4 日（日）10 時 00分～1５時 00分 

【場所】田貫湖ふれあい自然塾（静岡県富士宮市） 

【天候】くもり 

【参加者】42 名（うち一般参加者 38 名） 

【リーダー】11 名、財団職員 2 名 

【広報】 

  ＜インターネット＞支部 HP、財団HP／Facebook／twitter 

  ＜メール＞一斉メール送信（10/1～5、全国約 60,000 名に送信） 

＜チラシ＞支部作成のチラシ、探鳥会のご案内（10 月初旬から全国約 65,000 名に送付） 

  ＜その他＞広報ふじのみや、岳朝新聞 ほか  

 

■概要 
南富士支部では、毎年、初心者向けのバードウ

ォッチング講座を開催してきました。今回はそ

の 7 回目。国設の自然学校「田貫湖ふれあい自

然塾」のレクチャー室を使って開催されていま

す。午前 2 時間は室内講座、お昼休みをはさん

で、午後の 1 時間半が屋外でのバードウォッチ

ング。最後にお茶やお菓子をいただきながらの

鳥あわせという、5 時間のプログラムでした。 

参加者は、事前申し込みで募集されました。地

域の新聞や広報誌をご覧になった方が多く、お

友達やご家族を誘って参加されている会員の方

も見られました。 

 

■まずは座学で 
 はじめに、支部長から支部の活動やこの講座

の趣旨などのお話がありました。この地域では、

海から山までの様々な環境があり、四季を通じ

て様々な野鳥が見られること、日本野鳥の会は

野鳥を通して自然を守る団体であること、バー

ドウォッチングは誰でも気軽に参加できる活動

であることなどが丁寧に説明されました。 

その後、野鳥についてのレクチャーに移りま

した。支部長いわく「支部の中で一番鳥が好き」

という会員の菅谷さんが講師です。 

まず、鳥は大きく分けると「夏鳥」「冬鳥」「旅

鳥」「留鳥」にわけられ、季節によって見られる

鳥や観察に適した場所が異なるという説明があ

りました。そのため、探鳥会に参加すると、季節

の見どころを楽しめます、との解説がありまし

た。 

 次に、双眼鏡と望遠鏡の使い方の説明があり

ました。室内で練習をするため、鳥の写真をボー

ドに貼って、観察対象としていました。スズメの

写真のなかに、一枚だけニュウナイスズメの写

真が入っていて、それを当てるクイズをしなが

ら、双眼鏡の使い方を練習しました。 

 休憩をはさんで、南富士支部のエリアで見ら

れる鳥のスライドショーの時間となりました。

鳥の写真を投影しながら、名前や特徴、どんな場

所で見られるか、などが解説されました。 

 

■いよいよバードウォッチングへ 
 お昼休みの後は、いよいよ外へ。午前中の講義

の後で、参加者の鳥が見たいという気持ちが高

まっています。 

この日の朝は曇り空で、雨が心配されていま

したが、昼頃には日が差すくらい天気が良くな

ってきました。フィールドは、自然塾に隣接す

る、日本大学の富士自然教育センターです。樹

林、草地、池、小川、湿地など多様な環境がある

施設で、この日はこのイベントのために特別に

許可を得たそうです。歩道は広々として平坦で、

林床も手入れが行き届いて見通しがよく、ほか

の利用者がいませんので、のんびりと歩きなが

らバードウォッチングを楽しむことができまし

た。 

林ではホオジロやジョウビタキ、池にはカル

ガモやカイツブリが見られ、カワセミも姿を見

せてくれました。小鳥の観察が多かったですが、 

「鳥はすぐに動いてしまいます。遠慮しないで

望遠鏡をのぞいてくださいね」 

とリーダーからの熱心なアドバイスもあり、参

加者同士で譲り合いながら観察しました。 
 

■おもてなしも充実 
 道路に面した施設の看板の横に、支部の看板

を設置。レクチャー室では、鳥の巣箱や観察記

録が展示されたり、多種多様な鳥の図鑑が並べ

られていたり、鳥の写真のプレゼントがあった

り。受付の後の待ち時間や、休憩時間も展示を

見て楽しむことができますし、展示を通して、
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リーダーとの会話のきっかけにもなっていま

した。 

 また、お味噌汁やお茶も準備されており、自

由に飲めるようになっていました。外から帰っ

てきたときにはお菓子も配られ、うれしいおも

てなしでした。 
 

■まとめ 
 地元の広報媒体を上手に利用し、広く参加者

を募っていました。また、会員に友達や家族を

誘って参加を、と呼び掛けているそうです。知

り合いから誘われれば、初めての方でも気軽に

参加できます。会員も重要な広報媒体です。 

 バードウォッチングの基礎から体験まで、バ

ードウォッチングを始めるのに必要なことを

すべて体験できる、盛りだくさんな講座でした。 
 

 
▲「講義」と「実習」で充実のプログラム 

 

（普及室／江面康子） 

  



 

15 

探鳥会スタッフ通信 2017 年 11 月号 

◆第 1 回『探鳥会リーダー研修会』を開催しました！ 
 

2014 年度より始まった「初心者向けバードウォッチング」（旧名称「『会員を増やすための探鳥

会」）は、2017 年度は全国 24 支部により 46 回開催され、一定の成果を見ることができました。

しかしその一方で、各支部のリーダーの不足が顕在化し、新しいリーダーを発掘、育成することが

支部共通の課題になっています。さらに 10 年前に比べて、個人情報保護やリスク管理、フィール

ドマナーの遵守など、社会から求められるコンプライアンスが格段に厳しくなってきており、既存

のリーダーについても、新たな研修の必要性が出てきています。 

財団では、こうした情勢に対応するために、今年度から財団主催の探鳥会リーダー研修会を各地

で順次開催していきます。第１回の研修会を日本野鳥の会大阪支部事務所のある NEXT21 で開

催いたしましたので、内容をご紹介いたします。  

 

■開催概要 
【日時】2018年 10月 13 日（土） 

9 時 30 分～18時 00分 

【会場】NEXT21 

（大阪府大阪市 大阪支部事務所ビル） 

【参加者】近畿ブロック所属支部の探鳥会リー

ダー30 名 

【講師】財団普及室 箱田、堀本 

 

■当日の流れと内容  
9：00 受付開始  

9：30 開会・オリエンテーション 

9：45 自己紹介 

 

10：00 講義                

「初心者向けバードウォッチング」の概要   

 2014 年度から各支部・財団共催で開催して

いる「初心者向けバードウォッチング」の実施

要領について変更点を中心に解説しました。近

畿ブロックはすべての支部がすでにご参加い

ただいていますが、お試し入会の方法や、カー

ド式名簿の使用方法など、具体的な疑問や活用

事例の報告など、活発に質疑応答・意見が交わ

されました。 

 

10：40 実技 

 リーダーと参加者のコミュニケーション    

前半は初心者向けバードウォッチングの中

で起こりがちなコミュニケーションの問題を、

実際の事例を皆さんと共有しながらその原因

を探り、対策として取り組むべき具体的な工夫

を説明しました。コミュニケーションが上手く

いかなかった事例を紹介した時には「身に覚え

がありすぎてドキッとした」、「うわぁ、『探鳥会

あるある』やなぁ」などの声があちこちから上

がりました。日常的に皆さんが感じ、対応に苦

労しておられる問題であることが伺えました。 

 後半は、前半でお伝えしたコミュニケーショ

ンが阻害される状況を実技を通して体験して

いただき、体験の中での気づきをもとにコミュ

ニケーションをうまく進めるためのポイント

をみんなで考えました。 

 

12：00 昼休み 

 

13：00 講義  

 探鳥会のリスクマネジメント         

最近では、たとえ支部活動のようなボランテ

ィア活動であってもリスクマネジメントが強

く求められる傾向にあります。研修内容として

ご要望が多かったリスクマネジメントを、探鳥

会に特化した形で、その考え方から指導者の法

的責任、リスクマネジメントの具体的なプロセ

スまでを体系的に解説しました。 

 後半では、リスクマネジメントと聞いて皆さ

んが一番に思い浮かべる探鳥会保険について

説明しました。認識度・関心は高いのに、実際

に探鳥会保険の案内書を見たことがある参加

者は半数程度。具体的な適用事例や申請手続き

についての質問が相次ぎました。支部の中でこ

ういった情報を共有することが難しいと悩む

ご意見もありました。 

 

15：00 講義  

 個人情報保護                

 昨年 5 月の個人情報保護法の全面改正施行

により、支部活動で取得した個人情報も法律の

対象となり、厳密なセキュリティが求められる

ことになりました。法令の読み解き、支部で名

簿を作成・利用する場合の書式・管理法などを

具体的に解説しました。参加者からは過去の名

簿管理のトラブルの実例報告や、支部活動の中

でリーダー自身の個人情報をどう守るのか、と

いった意見が出されました。 

 最後に支部での個人情報取り扱いの一助と

なるよう、財団で作成した支部向けチェックリ
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ストの試作案をご提案しました。 

 

16：00 講義  

 フィールドマナー              

 

 「フィールドマナー」というと、「マナーの悪

いカメラマン対策」という印象を持っている方

も多いと思います。しかし、ここで扱ったフィ

ールドマナーは探鳥会のフィールドマナーで

す。近年、当会の探鳥会に対して一般の方から

のクレームが少数ですが毎年寄せられていま

す。 

ここでは、本部に寄せられるクレームの事例

を紹介し、こうしたクレームはちょっとした気

のゆるみでどこでも発生しうるものであると

いうことを共有しました。身内びいきではなく、

一般の方が探鳥会をどのように見ているのか

を客観的に見ることの必要性を実感しました。 

 

16：40 まとめ・質疑・アンケート記入 

16：50 閉会 

17：00 懇親会（～18 時） 

 

 
▲研修会の様子 

 

■まとめ 
長時間に及ぶ講義中心の研修で、テーマも重

いテーマが多かったのですが、終始活発な質

問・意見交換が行われ、日々の支部活動が抱え

る多くの問題に皆さんが悩まれていることを

伺い知ることができました。その問題解決に向

けて、この研修会をぜひ活用して頂ければと思

います。 

今回は初年度第１回目の開催として多岐に

わたる研修内容となりましたが、経験の浅いリ

ーダー向けにコミュニケーション、フィールド

マナーを中心にした構成にする、初級編・上級

編の２部構成にするなどのカスタマイズも可

能な内容です。開催に関してのご質問、開催の

ご希望などお気軽に普及室までお寄せくださ

い。 

 

◎普及室 普及教育グループ 

〒141-0031  

東京都品川区西五反田 3-9-23 丸和ビル 

TEL：03-5436-2622 

FAX：03-5436-2635 

E-mail：tancho-staff@wbsj.org 

 

（普及室／浅野綾子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

mailto:tancho-staff@wbsj.org
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◆探鳥会保険集計結果（2018 年 9 月分）

9 月は 70 支部からご報告をいただき、計 246回の探鳥会が開催され、のべ 4,697 人が参加

されました。 

表 2. 9 月の探鳥会保険集計結果（2018 年 10 月 15 日現在） 

 

会員(人) 非会員(人)
オホーツク支部 2 45 18 2 65

根室支部 1 2 4 2 8

釧路支部 - - - - -

十勝支部 - - - - -

旭川支部 0 0 0 0 0

滝川支部 1 9 0 2 11

道北支部 0 0 0 0 0

江別支部 - - - - -

札幌支部 3 63 28 8 99

小樽支部 2 1 6 2 9

苫小牧支部 0 0 0 0 0

室蘭支部 1 15 2 3 20

函館支部 - - - - -

道南桧山 2 10 5 6 21

青森県支部 - - - - -

弘前支部 3 29 1 3 33

秋田県支部 5 55 5 5 65

山形県支部 3 17 1 3 21

宮古支部 - - - - -

もりおか 1 9 1 4 14

北上支部 1 6 0 1 7

宮城県支部 3 46 22 6 74

ふくしま 2 49 0 4 53

郡山支部 2 37 0 5 42

二本松 - - - - -

白河支部 2 1 5 7 13

会津支部 2 9 0 2 11

奥会津連合 - - - - -

いわき支部 1 22 5 1 28

福島県相双支部 - - - - -

南相馬 - - - - -

茨城県 5 62 52 6 120

栃木県支部 8 105 9 19 133

群馬 10 46 21 23 90

吾妻 1 23 3 2 28

埼玉 4 98 26 25 149

千葉県 8 85 27 30 142

東京 12 386 24 58 468

奥多摩支部 12 163 56 32 251

神奈川支部 8 107 27 25 159

新潟県 2 25 28 8 61

佐渡支部 - - - - -

支部
開催回数

(回)
参加者数 スタッフ数

(人)
合計人数
(人)
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備考：-は保険の申請がなかったことを示しています。 

 

（普及室） 

 

富山 2 36 11 5 52

石川 3 47 19 7 73

福井県 3 16 12 3 31

長野支部 3 33 19 6 58

軽井沢支部 1 7 7 1 15

諏訪支部 1 2 4 2 8

木曽支部 - - - - -

伊那谷支部 0 0 0 0 0

甲府支部 2 29 0 4 33

富士山麓支部 2 11 5 4 20

東富士 - - - - -

沼津支部 1 11 0 2 13

南富士支部 2 50 2 3 55

南伊豆 1 6 0 2 8

静岡支部 2 13 1 4 18

遠江 3 69 23 13 105

愛知県支部 9 94 54 23 171

岐阜 - - - - -

三重 3 17 7 5 29

奈良支部 3 61 2 6 69

和歌山県支部 0 0 0 0 0

滋賀 5 40 18 10 68

京都支部 9 59 6 24 89

大阪支部 17 216 46 79 341

ひょうご 5 50 48 12 110

NPO法人日本野鳥の会鳥取県支部 2 26 4 2 32

島根県支部 0 0 0 0 0

岡山県支部 3 78 30 9 117

広島県支部 4 49 19 5 73

山口県支部 5 58 40 5 103

香川県支部 5 71 4 5 80

徳島県支部 6 75 29 6 110

高知支部 - - - - -

愛媛 5 52 26 8 86

北九州支部 7 63 8 12 83

福岡支部 5 52 7 13 72

筑豊支部 5 57 18 9 84

筑後支部 3 24 1 6 31

佐賀県支部 3 47 14 5 66

長崎県支部 - - - - -

熊本県支部 3 47 20 4 71

大分県支部 4 42 34 4 80

宮崎県支部 1 21 3 1 25

鹿児島 1 12 7 4 23

やんばる支部 - - - - -

石垣島支部 - - - - -

西表支部 - - - - -

全国 246 3166 924 607 4697
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◆普及室からのお知らせ  

 
 

■「探鳥会リーダーズフォーラム」の締め切りが迫っています！■ 
 

今年度の探鳥会リーダーズフォーラムは、宮

城県仙台市にて２月１６日（土）～２月１７日

（日）に開催します。12 月 31 日（月）の締

め切りまで、あと１か月ほどです。定員に達す

るまであと少しですので、お申し込み忘れのな

いようお気を付けください。 

（申込みサイトはこちら： 

https://www.pac-sys.net/nmes-

nankai/entry/?tanchou-kantou2019） 

皆さまのご参加をお待ちしております。詳細

については 2018 年８月号をご覧ください。 

http://www.wbsj.org/info/shibu/tancho/

staff201808.pdf 

 

 
▲昨年の様子 

 

■冬期「初心者向けバードウォッチング」を広報します■ 
 

2018 年度冬期（2019 年 1 月～3月）「初

心者向けバードウォッチング」は、21 支部と

ともに 42 回開催します。実施概要をお寄せい

ただいた支部のみなさま、ありがとうございま

した。 

これらの「初心者向けバードウォッチング」

に関して、以下の広報を実施しますのでお知ら

せいたします。 

 

（１）「初心者向けバードウォッチングのご案

内」送付 

11 月下旬に、パンフレット「初心者向けバ

ードウォッチングのご案内」を全国の約

65,000 名（小冊子申込者等）に送付します。 

・「初心者向けバードウォッチングのご案内」

PDF 

https://www.wbsj.org/shibu/tancho/img

/bbw2019wtr.pdf 

※PC 画面上で見やすくするため、入稿データ

から向きを変更しております。 

 

（２）財団 HP上に特設ページ開設 

財団 HP 内に、「初心者向けバードウォッチ

ングのご案内」として特設ページを設置します。 

https://www.wbsj.org/activity/event/beg

inners-event/ 

（３）一斉メール送信 

2019 年 1 月上旬に全国約 60,000 名（小

冊子申込者等）に送信予定です。 

 

 
▲冬期開催分「初心者向けバードウォッチングの

ご案内」表紙 

 

 

 

※冬期開催分は 11月２８日に公開予定です 

  

https://www.pac-sys.net/nmes-nankai/entry/?tanchou-kantou2019
https://www.pac-sys.net/nmes-nankai/entry/?tanchou-kantou2019
http://www.wbsj.org/info/shibu/tancho/staff201808.pdf
http://www.wbsj.org/info/shibu/tancho/staff201808.pdf
https://www.wbsj.org/activity/event/beginners-event/
https://www.wbsj.org/activity/event/beginners-event/
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◆今月の購読者数 

 

 探鳥会スタッフ通信 11 月号の電子メール版の購読者数は、先月から 3 名増えて 844 名です。

各支部の購読者数は、「財団からの配信者数」と「支部からの転送による配信者数」の合計です。 
 

表 3．探鳥会スタッフ通信 11 月号電子メール版の購読者数（2018 年11 月 15 日現在） 

 
（普及室）  

支部 購読者数 支部 購読者数

オホーツク支部 6 長野支部 1
根室支部 0 軽井沢支部 1
釧路支部 2 諏訪 7
十勝支部 1 木曽支部 1
旭川支部 3 伊那谷支部 1
滝川支部 1 甲府支部 4
道北支部 1 富士山麓支部 0
江別支部 0 東富士 0
札幌支部 5 沼津支部 3
小樽支部 3 南富士支部 3
苫小牧支部 2 南伊豆 2
室蘭支部 5 静岡支部 2
函館支部 0 遠江 9
道南桧山 1 愛知県支部 44
青森県支部 1 岐阜 6
弘前支部 5 三重 19
秋田県支部 4 奈良支部 3
山形県支部 4 和歌山県支部 5
宮古支部 1 滋賀 20
もりおか 4 京都支部 30
北上支部 2 大阪支部 26
宮城県支部 39 ひょうご 15
ふくしま 5 NPO法人日本野鳥の会鳥取県支部 10
郡山支部 1 島根県支部 13
二本松 1 岡山県支部 28
白河支部 2 広島県支部 9
会津支部 2 山口県支部 16
奥会津連合 0 香川県支部 6
いわき支部 1 徳島県支部 6
福島県相双支部 0 高知支部 1
南相馬 0 愛媛 15
茨城県 22 北九州 11
栃木県支部 59 福岡支部 12
群馬 24 筑豊支部 21
吾妻 1 筑後支部 5
埼玉 38 佐賀県支部 5
千葉県 24 長崎県支部 1
東京 68 熊本県支部 14
奥多摩支部 48 大分県支部 4
神奈川支部 25 宮崎県支部 4
新潟県 2 鹿児島 3
佐渡支部 1 やんばる支部 0
富山 2 石垣島支部 1
石川 29 西表支部 1

福井県 11 合計 844
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◆探鳥会スタッフ通信（電子メール版）の無料配信について 

 
探鳥会スタッフ通信は、支部の探鳥会スタッ

フならどなたでも受信できます。（無料です） 

ご希望の方は、「探鳥会スタッフ通信希望」

と明記のうえ、①支部名 ②担当している探鳥

会名 ③お名前 ④ご住所 ⑤電話番号 ⑥メー

ルアドレス（パソコンやスマートフォンのア

ドレス）を記入し、tancho-staff@wbsj.org

へお申し込みください。バックナンバーとと

もにメール版を送信いたします。 

配信を希望されない、メールアドレスの変更

などについても、tancho-staff@wbsj.org ま

でお知らせください。 
 

 

★編集後記 
 
 近所の公園に行ってみると、キンクロハジロやコガモなどいろいろなカモたちが見られて、わく

わくする今日この頃です。みなさまはいかがお過ごしですか？ 

 

 先日私は、財団主催の探鳥会を開催するためのコースの下見に参加してきました。探鳥会を企画

するにあたっては、安全の確保や所要時間、歩く距離、鳥の見やすさなど、配慮しなくてはならな

い事柄がたくさんあることに改めて気づかされました。 

今月号は、大阪支部の新しい探鳥会の企画を紹介させていただきました。みなさまの支部の探鳥

会にも、様々な工夫やリーダーの方の想いが込められていることと思います。ご紹介いただける探

鳥会がありましたらぜひ、普及室までご連絡いただけますと幸いです。 

 

（普及室／井上奈津美） 
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